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上 三 川 町 文 化 協 会

大盛況だった芸術文化公演会（栃木県警察音楽隊コンサート）の様子
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令
和
七
年
度
を
迎
え
る
に
際
し
、

六
年
度
に
実
施
し
た
文
化
協
会
の
事

業
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
月
に
二
回
目
と
な
る
文
化
協
会

主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
オ
ー
プ
ン

間
も
な
い
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ

で
開
催
致
し
ま
し
た
。
新
し
い
会
場

で
の
栃
木
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
会
場
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
一
つ
悔
や
ま
れ
た
の

は
、
予
約
申
込
の
受
付
を
開
始
し
て
、

一
週
間
足
ら
ず
で
満
席
状
態
に
な

り
、
止
む
を
得
ず
、
そ
の
後
の
予
約

申
込
を
お
断
り
し
ま
し
た
が
、
開
催

当
日
、
欠
席
さ
れ
た
方
が
意
外
に
多

く
、
結
果
と
し
て
空
席
も
生
じ
、
お

断
り
し
た
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
居
り
ま
し
た
。
次
回
は
、

空
席
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
、
知

恵
を
絞
っ
て
対
策
を
講
じ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

十
月
の
文
化
祭
は
、
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を

令
和
六
年
度
を
経
て
令
和
七
年
度
へ

会
場
と
し
て
、
初
め
て
の
開
催
で
あ

り
ま
す
。
又
、
文
化
祭
が
ス
タ
ー
ト

し
て
六
十
周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
記
念
式
典
と
合
わ

せ
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
事

と
、
会
場
が
従
来
と
変
わ
り
、
近
場
に

一
か
所
に
纏
ま
っ
た
利
便
性
等
も
あ

り
、
来
場
者
も
従
来
と
比
較
す
る
と
、

大
幅
に
増
え
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

反
省
点
も
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
照

明
設
備
の
不
備
・
不
足
の
問
題
、
ス

テ
ー
ジ
の
階
段
の
手
す
り
の
問
題
、

展
示
作
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
課
題
、

会
場
案
内
に
関
す
る
課
題
、
そ
の
他

幾
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
次
回
の
文

化
祭
に
向
け
て
解
決
し
て
い
く
事
が

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
文
化
祭
を
終
え
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す

と
、
六
割
以
上
の
方
が
ほ
ぼ
満
足
以

上
の
評
価
を
さ
れ
ま
し
た
。

総
括
す
れ
ば
、
反
省
点
も
有
り
ま

し
た
も
の
の
、
慣
れ
な
い
初
め
て
の

会
場
で
の
開
催
を
考
慮
す
れ
ば
、
現

文
化
協
会
長
　
　
尾
高

康
之

状
で
出
来
得
る
精
一
杯
の
成
果
を
な

し
得
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、
全
体
研
修
会
を
実

施
し
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
を
見
学

し
ま
し
た
。
横
浜
市
に
於
け
る
原
始

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
至
る
開
港
期

ま
で
の
歴
史
を
学
び
、
又
、
横
浜
中

華
街
で
は
、
食
を
通
し
て
、
横
浜
の

文
化
を
学
び
ま
し
た
。
道
路
の
交
通

渋
滞
も
あ
り
、
バ
ス
で
の
長
旅
と
な

り
疲
労
は
残
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ

れ
た
会
員
の
皆
様
方
に
は
満
足
頂
け

た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

年
が
変
わ
り
一
月
に
は
、
県
主
催

の
栃
木
県
文
化
振
興
大
会
が
、
栃
木

市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
当
文

化
協
会
か
ら
総
勢
四
十
名
弱
の
会
員

が
参
加
し
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
会

場
に
入
り
ま
す
前
に
、
栃
木
市
の
蔵

の
街
を
散
策
し
、
山
車
会
館
を
見
学

し
、
又
、
大
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
素
晴
ら
し
く
、
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

以
上
が
六
年
度
実
施
し
た
主
な
行

事
で
す
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ

ナ
渦
の
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
た
事
も

有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
・
催
し
に

於
い
て
、
来
場
者
も
増
え
、
活
気
・

賑
わ
い
を
見
せ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
七
年
度
で
あ
り
ま
す

が
、
一
町
二
村
の
合
併
に
よ
り
現
上

三
川
町
が
誕
生
し
て
節
目
の
七
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
行
事
に

文
化
協
会
と
し
て
お
手
伝
い
出
来
る

事
が
有
れ
ば
、
皆
様
方
の
協
力
を
得

て
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て

居
り
ま
す
。

事
業
計
画
に
於
い
て
は
、
全
体
的
に

大
き
な
事
業
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
洗
町
と
の
文
化
交
流
事
業
に
つ

い
て
は
、
双
方
の
事
情
に
よ
り
、
一
部

内
容
の
変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
と
し
て
、
前
年
度
に
指

摘
さ
れ
た
反
省
点
を
踏
ま
え
、
そ
し

て
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
意
見
ご
要

望
に
耳
を
傾
け
検
討
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
内
容
の
充
実
を
図

り
、
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

尚
、
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
り
、

四
月
よ
り
一
部
の
役
員
の
交
代
が
あ

り
、
新
し
い
体
制
に
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
方
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
年
度
も

上
三
川
町
の
文
化
の
振
興
発
展
に
寄

与
す
べ
き
強
い
意
識
を
お
持
ち
頂

き
、
文
化
活
動
に
積
極
的
な
る
ご
参

考
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
記

令
和
七
年
三
月
一
日
）



第
三
回
役
員
会

◎
十
二
月
十
八
日
（
木
）

◆
文
化
功
労
者
の
推
薦
・
会
報
『
文

化
』
の
原
稿
募
集
・
出
前
授
業
講
座

の
募
集
・
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

第
四
十
八
回
栃
木
県
文
化
振
興
大
会

◎
一
月
三
十
一
日
（
金
）

と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
、
会
員
三
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
と
ち
ぎ
山
車
会
館
を
見

学
し
ま
し
た
。

市
町
文
化
協
会
長
会
議

◎
三
月
四
日
（
火
）

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
ぽ
・
ぽ
・
ら
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

生
沼
家
住
宅
「
春
の
茶
会
」

◎
三
月
二
十
日
（
木
）

国
登
録
有
形
文
化
財
生
沼
家
住
宅

の
庭
園
に
あ
る
茶
室
に
て
、
町
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
「
春
の
茶
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会

◎
四
月
十
八
日
（
木
）

上
三
川
町
役
場
大
会
議
室
に
て
行

い
ま
し
た
。

◆
文
化
功
労
者
と
し
て
石
和
芳
子
氏

（
短
歌
虹
の
会
）、内
田
紀
美
子
氏
（
上

三
川
町
茶
華
道
協
会
）
を
表
彰
し
ま

し
た
。
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◆
令
和
五
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収

入
支
出
決
算
、
令
和
六
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

承
認
し
ま
し
た
。

◆
会
報
『
文
化
』
第
四
十
一
号
を
発

行
し
ま
し
た
。

栃
木
県
文
化
協
会
通
常
総
会

◎
五
月
二
十
二
日
（
水
）

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
ぽ
・
ぽ
・
ら
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
一
回
役
員
会

◎
五
月
三
十
日
（
木
）

◆
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
へ
の
参
加
・

芸
術
文
化
公
演
会
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

◆
藤
鶴
会
（
民
謡
部
）
の
退
会
を
承

認
し
ま
し
た
。

芸
術
文
化
公
演
会

◎
七
月
二
十
八
日
（
日
）

「
栃
木
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
上
三
川
日

産
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
百
三
十
二

名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。（
四
頁
参

照
）

第
二
回
役
員
会

◎
九
月
四
日
（
水
）

◆
全
体
研
修
会
の
開
催
・
大
洗
町
芸

術
文
化
祭
へ
の
団
体
派
遣
及
び
展
示

出
品
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

第
六
十
回
上
三
川
町
文
化
祭

◎
十
月
十
八
日（
金
）～
二
十
日（
日
）

文
化
協
会
か
ら
も
多
く
の
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
洗
町
と
の
交
流

ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
し
た
。（
五
～

六
頁
参
照
）

第
四
十
七
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

◎
十
月
二
十
六
日
（
土
）

大
洗
町
と
の
交
流
ス
テ
ー
ジ
を
開

催
し
、
上
三
川
少
年
少
女
合
唱
団
、

日
本
民
謡
泉
松
会
が
出
演
し
ま
し

た
。
展
示
交
流
で
は
、
絵
画
・
写
真
・

ふ
く
べ
細
工
を
展
示
し
ま
し
た
。（
九

頁
参
照
）

全
体
研
修
会

◎
十
一
月
十
二
日
（
火
）

会
員
三
十
七
名
が
参
加
し
、
横
浜

市
歴
史
博
物
館
を
見
学
し
、
横
浜
中

華
街
を
散
策
し
ま
し
た
。（
七
頁
参

照
）

文化功労者の石和さん、内田さん

文
化
協
会

〜
こ
の
一
年
〜



呈
茶
は
上
三
川
町
茶
華
道
協
会
の

戸
倉
哲
仙
先
生
が
行
い
ま
し
た
。
建
物

内
で
は
華
道
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

第
四
回
役
員
会

◎
三
月
二
十
四
日
（
月
）

◆
役
員
の
改
選
・
定
期
総
会
・
文
化

功
労
者
表
彰
・
次
年
度
事
業
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

−３−

文
化
協
会
で
は
、
町
内
の
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
文
化
・

芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
た

め
に
、
会
員
が
講
師
と
な
っ
て
出
前

授
業
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
町
の

委
託
を
受
け
て
児
童
・
生
徒
文
化
体

験
子
ど
も
教
室
と
し
て
実
施
し
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
達
に
町
内
の
伝
統

文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
は
、
十
五
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

◎
実
施
団
体

◆
上
三
川
町
茶
華
道
協
会

華
道
教
室
・
茶
道
教
室

◆
絵
手
紙

絵
手
紙
教
室

◆
邦
楽
伝
統
芸
能
継
承
団

翔

箏
曲
教
室

児
童
・
生
徒
文
化
体
験
子
ど
も
教
室

　
　
　
　

文
化
協
会
出
前
授
業
講
座

令
和
六
年

◆
六
月

茶
道
教
室
（
坂
上
小
）

絵
手
紙
教
室
（
明
治
中
）

◆
七
月

華
道
教
室
（
本
郷
小
・
本
郷
北
小
）

茶
道
教
室
（
北
小
・
本
郷
小
）

◆
九
月

華
道
教
室
（
上
三
川
小
）

茶
道
教
室
（
明
治
南
小
）

絵
手
紙
教
室
（
本
郷
小
）

◆
十
一
月

絵
手
紙
教
室（

上
三
川
小
・
坂
上
小
）

◆
十
二
月

箏
曲
教
室
（
本
郷
中
）

令
和
七
年

◆
一
月

箏
曲
教
室
（
明
治
中
）

◆
三
月

箏
曲
教
室
（
上
三
川
中
）

絵手紙教室（明治中学校） 華道教室（上三川小学校）

生沼家住宅「春の茶会」
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令
和
六
年
七
月
二
十
八
日
、
土
曜

日
、
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
上
三

川
日
産
ホ
ー
ル
に
お
い
て
栃
木
県
警

察
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏
楽
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

真
夏
の
日
差
し
の
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
二
百
三
十
名
以
上
の
方
が
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。

栃
木
県
警
察
音
楽
隊
は
、
昭
和

四
十
七
年
四
月
に
発
足
し
、「
県
民
と

警
察
を
結
ぶ
音
の
か
け
橋
」
と
し
て
、

演
奏
を
通
じ
た
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
演
奏
活
動
は
、
年
間
約

五
十
回
を
数
え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

最
新
ヒ
ッ
ト
曲
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
演
奏
の
合
間
に
は
、
犯
罪

被
害
・
交
通
事
故
防
止
の
講
話
や
寸

劇
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
親
し
ま
れ

る
音
楽
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
笑
い
あ
り
涙（
？
）あ
り

の
ス
テ
ー
ジ
で
、
誰
も
が
知
っ
て
い

る
曲
の
演
奏
を
始
め
、
ソ
ロ
パ
ー
ト

や
Ｍ
Ｃ
な
ど
で
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
に

は
し
ら
さ
ぎ
吹
奏
楽
団
と
共
演
し
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

演
奏
の
腕
は
も
と
よ
り
ト
ー
ク
も

非
常
に
上
手
で
お
客
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
が
舞
台
に
釘
付
け
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
訪
れ
た
方
は
大
満
足
し
て

帰
ら
れ
ま
し
た
。

音
楽
隊
の
方
は
、
準
備
か
ら
撤
収

ま
で
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
こ
な

し
、
バ
ス
も
自
分
た
ち
で
運
転
し
て

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
手
際
の
良
さ

と
な
ん
で
も
こ
な
す
そ
の
姿
に
、「
さ

す
が
は
警
察
官
！
」
と
感
心
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

音
楽
隊
は
、
今
日
も
ど
こ
か
で
演

奏
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

文
化
協
会
芸
術
文
化
公
演
会

「
栃
木
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」

文
化
協
会
副
会
長
　
　
稲
見

敏
夫

満員の観客

寄贈した作品「春雪」
（右：尾高会長　左：氷室教育長）

栃木県警察音楽隊としらさぎ吹奏楽団の皆様

尾
高
会
長
が

絵
画
を
寄
贈

尾
高
会
長
は
、
町
民
が
絵
画
へ

も
っ
と
親
し
ん
で
欲
し
い
と
の
思
い

か
ら
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
へ
絵

画
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
一
般
社
団
法
人
日

本
清
興
美
術
協
会
主
催
の
第
四
十
一

回
清
興
展
に
お
い
て
「
文
部
科
学
大

臣
賞
」
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
館
内
に

飾
っ
て
あ
り
ま
す
。



第
六
十
回
を
迎
え
る
町
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
、
文
化
協
会
か
ら
も
多
く

の
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ

ザ
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
会
場
と

し
、
記
念
す
べ
き
六
十
回
目
の
文
化

祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

記
念
式
典
後
の
公
演
で
は
、
茨
城

県
大
洗
町
と
の
交
流
ス
テ
ー
ジ
を
行

い
、
祭
ば
や
し
と
和
太
鼓
を
ご
披
露

い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、

町
の
文
化
の
祭
典
に
相
応
し
い
実
り

あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◎
会
場

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

◎
会
期

十
月
十
八
日（
金
）～
二
十（
日
）

※
会
員
の
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
を
中
心

に
掲
載
。

−５−

大洗町のステージ（和太鼓） 美術展

囲碁大会 芸能舞踊祭

しらさぎ幼稚園の鼓笛隊 記念式典

第
六
十
回

上
三
川
町
文
化
祭



−６−

大洗町の展示（写真・篆刻ほか） 大洗町の展示（貝合わせ）

七宝焼き展 華道展

パッチワーク展 大洗町の皆様へのおもてなし

ハーモニカのステージ 少年少女合唱団のステージ



−７−

文
化
協
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

―
横
浜
市
歴
史
博
物
館
と
中
華
街
へ
―

文
化
協
会
副
会
長
　
　
戸
倉

哲
仙

令
和
六
年
十
一
月
十
二
日
、
火
曜

日
、
上
三
川
町
文
化
協
会
全
体
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
歴
史
探
訪
と
い
う
こ
と

で
、
総
勢
三
十
九
名
が
神
奈
川
県
横

浜
市
都
筑
区
中
川
中
央
に
あ
る
横
浜

市
歴
史
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

東
京
都
内
を
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
渋
滞
を
で
き
る
だ
け
避
け

る
た
め
、
役
場
を
七
時
（
実
際
に
は

六
時
四
十
五
分
）
に
出
発
し
、
宇
都

宮
上
三
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

一
路
横
浜
を
目
指
し
ま
し
た
。

東
京
都
内
で
は
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
ま
し
た
が
、
町
バ
ス
の
運
転
手
の

石
濱
さ
ん
の
機
転
を
利
か
し
た
道
路

の
選
択
の
お
か
げ
で
予
定
よ
り
五
分

早
く
、
十
時
二
十
五
分
に
は
博
物
館

に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

館
内
で
は
、
地
元
の
博
物
館
案
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
待
機
さ

れ
て
お
り
班
別
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
時
代
別
に
詳
し
く
横
浜
の
歴
史

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
横
浜

の
名
前
の
由
来
で
、
も
と
も
と
こ
の

地
域
は
、
砂
州（
浜
）が
横
に
長
く
広

が
っ
て
い
た
の
で
横
浜
と
名
付
け
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
土
器
や

祭
礼
に
使
わ
れ
た
も
の
な
ど
興
味
深

い
も
の
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、

説
明
さ
れ
た
方
も
も
っ
と
多
く
語
り

た
い
様
子
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も

も
っ
と
聞
き
た
い
様
子
で
し
た
が
残

念
な
が
ら
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

予
定
よ
り
十
分
遅
れ
の
十
一
時

四
十
分
に
博
物
館
を
出
発
し
、
次
に

お
待
ち
か
ね
の
横
浜
中
華
街
を
目
指

し
ま
し
た
。

中
華
街
で
は
、
平
日
に
も
関
わ
ら

ず
大
変
な
賑
わ
い
で
、
ど
こ
か
ら
こ

ん
な
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
感
じ
で
歩
く
の
も
大
変
な

ほ
ど
賑
わ
っ
て
お
り
、
昼
食
の
場
所

を
見
つ
け
る
の
も
一
苦
労
で
し
た

が
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
思
い
出
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ

ん
思
い
思
い
の
場
所
で
お
食
事
を
と

ら
れ
、
中
華
ま
ん
な
ど
お
土
産
を
手

に
満
足
さ
れ
た
お
顔
を
し
て
バ
ス
に

戻
ら
れ
ま
し
た
。

帰
路
は
、
順
調
に
都
内
も
抜
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
成

果
を
胸
に
無
事
帰
路
に
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

横浜中華街 博物館前で集合写真

博物館での見学の様子



文
化
協
会
で
は
、
随
時
会
員
の
募

集
を
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
か
ら
も
興
味
の
あ
る
方
へ
の
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

★
入
会
資
格

町
内
に
活
動
の
拠
点
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
町

内
在
住
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

★
年
会
費

○
正
会
員

個
人　
　
　
　
　
　

一
，
〇
〇
〇
円

団
体

二
～
十
人　
　
　
　

二
，
〇
〇
〇
円

十
一
～
二
十
人　
　

三
，
〇
〇
〇
円

二
十
一
～
三
十
人

四
，
〇
〇
〇
円

三
十
一
～
四
十
人

五
，
〇
〇
〇
円

五
十
一
人
以
上　
　

六
，
〇
〇
〇
円

○
賛
助
会
員

五
，
〇
〇
〇
円
以
上

★
入
会
す
る
と
・
・
・

○
文
化
協
会
の
行
う
各
種
行
事
へ
の

参
加
や
運
営
へ
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

○
皆
様
の
活
動
へ
の
補
助
制
度
が
ご

ざ
い
ま
す
。

−８−

文
化
協
会
加
盟
団
体
・
役
員
紹
介

◆
加
盟
団
体
紹
介

文
芸
部

短
歌
「
虹
の
会
」
九
名

俳
句
会

七
名

詩
作
の
会

五
名

美
術
部

絵
画
教
室

七
名

洋
画
部

八
名

日
本
画
教
室
「
華
」
十
六
名

書
道
部

上
三
川
書
道
連
盟

二
十
三
名

茶
道
部
・
華
道
部

上
三
川
町
茶
華
道
協
会

六
十
三
名

歌
謡
部

上
三
川
町
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

二
十
四
名

民
謡
部

（
公
財
）日
本
民
謡
泉
松
会

六
名

舞
踊
部

文
化
協
会
舞
踊
部

十
五
名

郷
土
芸
能
部

上
郷
神
社
太
々
神
楽
保
存
会

十
名

手
芸
部

上
町
自
治
会
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

十
九
名

陶
芸
部

陶
芸
サ
ロ
ン

二
十
三
名

邦
楽
部

邦
楽
伝
統
芸
能
継
承
団

翔

五
名

文
化
財
研
究
部

上
三
川
町
文
化
財
研
究
会

二
十
六
名

囲
碁
部

上
三
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

九
名

コ
ー
ラ
ス
部

上
三
川
少
年
少
女
合
唱
団

三
十
一
名

ふ
く
べ
細
工
部

生
き
が
い
サ
ロ
ン
ふ
く
べ
の
会

七
名

大
正
琴
部

上
三
川
町
大
正
琴

琴
音
会

十
名

吹
奏
楽
部

し
ら
さ
ぎ
吹
奏
楽
団

三
十
名

上
三
川
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル

〈
さ
く
ら
〉
十
五
名

工
芸
部

七
宝
焼
彩
の
会

七
名

写
真
部

上
三
川
写
真
ク
ラ
ブ

九
名

絵
手
紙
部

絵
手
紙

二
十
名全

二
十
一
専
門
部

二
十
五
団
体

四
百
四
名

◆
役
員
紹
介

会
長尾

高
康
之
（
美
術
部
）

副
会
長

稲
見
敏
夫
（
文
化
財
研
究
部
）

松
本
桃
代
（
華
道
部
）

戸
倉
文
夫
（
茶
道
部
）

事
務
局
長

漆
原
幸
子
（
手
芸
部
）

事
務
局
次
長

奈
良
岡
典
子
（
吹
奏
楽
部
）

理
事羽

生
光
隆
（
ふ
く
べ
細
工
部
）

井
口
俊
雄
（
歌
謡
部
）

野
沢
充
（
文
化
財
研
究
部
）

大
橋
さ
ゆ
り
（
書
道
部
）

福
田
し
ず
か
（
舞
踊
部
）

猪
瀬
真
喜
子
（
美
術
部
）

膝
附
和
美
（
美
術
部
）

髙
橋
道
子
（
舞
踊
部
）

会
計石

和
芳
子
（
文
芸
部
）

大
橋
茂
夫
（
美
術
部
）

会
計
監
査

上
野
キ
ミ
エ
（
文
芸
部
）

髙
山
正
（
書
道
部
）

顧
問関

根
豊

上
野
多
栄
子

令
和
七
年
四
月
一
日
時
点

文
化
協
会
会
員
募
集



令
和
六
年
十
月
二
十
六
日
、
土
曜

日
、
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル

大
洗
で
開
催
さ
れ
た
大
洗
町
芸
術
文

化
祭
に
お
い
て
、
十
一
回
目
と
な
る

上
三
川
町
と
大
洗
町
と
の
文
化
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

到
着
早
々
、
大
洗
町
芸
術
文
化
協

会
の
皆
様
か
ら
盛
大
な
歓
迎
を
い
た

だ
き
、
一
同
大
変
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

交
流
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
上
三
川
少

年
少
女
合
唱
団
の
子
ど
も
達
は
素
敵

な
歌
声
を
披
露
し
、
日
本
民
謡
泉
松

会
の
皆
様
は
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
民

謡
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
展
示
部
門
に
お
い
て

も
交
流
を
行
い
、
洋
画
部
よ
り
絵
画

二
点
、
上
三
川
写
真
ク
ラ
ブ
よ
り
写

真
三
点
、
生
き
が
い
サ
ロ
ン
ふ
く
べ

の
会
よ
り
ふ
く
べ
細
工
五
点
を
展
示

し
ま
し
た
。

実
り
あ
る
文
化
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

−９−

◆
上
三
川
町
茶
華
道
協
会

会
長

松
本

桃
代

昨
年
六
月
、
初
夏
の
青
葉
の
香
り

の
中
、
茨
城
県
の
笠
間
市
に
あ
る
春

風
萬
里
荘
そ
し
て
茨
城
県
陶
芸
美
術

館
を
訪
れ
ま
し
た
。

上
三
川
町
茶
華
道
協
会
と
し
て
七

年
ぶ
り
の
研
修
旅
行
で
、
青
天
に
恵

ま
れ
会
員
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
回
の
研
修
で
立
ち
寄
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
常
陸
出
雲
大
社
に
参
拝

し
、
拝
殿
の
大
し
め
縄
（
長
さ
十
六

ｍ
、
重
さ
六
ｔ
）
は
、
圧
巻
で
し
た
。

春
風
萬
里
荘
へ
。
北
大
路
魯
山
人

（
一
八
八
三
年
～
一
九
五
九
年
）
の
ア

ト
リ
エ
と
し
て
使
用
し
て
い
た
古
民

家
で
、
手
製
の
家
具
、
愛
用
品
等
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶
室
や

石
庭
が
あ
り
、
一
気
に
非
日
常
の
世

界
へ
誘
わ
れ
、
庭
園
は
、
木
々
が
萌

黄
色
に
色
づ
い
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
。

魯
山
人
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
の
企
画
展

で
、
美
と
食
を
追
及
し
た
二
十
世
紀

を
代
表
す
る
芸
術
家
の
作
品
を
堪
能

し
、
赤あ

か

呉ご

す須
金き

ん
ら
ん襴
手で

徳
利
は
、
深
み

の
あ
る
赤
が
素
敵
で
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
町
文
化
協
会

様
よ
り
交
付
金
の
助
成
を
受
け
、
魯

山
人
の
美
の
世
界
と
現
代
の
私
た
ち

が
、
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
す
る
一
日
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
登
録
無
形
文
化

と
な
っ
た
華
道
と
茶
道
を
出
前
授
業

等
に
て
、
伝
統
的
様
式
、
精
神
性
の

追
求
、
美
意
識
の
継
承
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

第
四
十
七
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

会
員
通
信
欄

研修先で記念写真

盛大なお出迎え

交流展示



ア
ル
バ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
水

忍

押
し
入
れ
を
整
理
し
よ
う
と
し
て

手
を
伸
ば
し
た
書
類
と
一
緒
に

す
べ
り
落
ち
た
何
冊
か
の
ア
ル
バ
ム

仕
舞
忘
れ
て
い
た
沢
山
の
思
い
出
が

こ
ぼ
れ
た
写
真
の
中
か
ら

次
々
と
溢
れ
出
て
来
る

お
宮
参
り
、
七
五
三
、
入
学
式
、
成
人
式

時
折
々
の
娘
達
の
成
長
の
記
録
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た

祖
母
の
米
寿
、
白
寿
の
お
祝
い

そ
し
て
法
事

我
々
夫
婦
に
も
敬
老
会
の
案
内
が

二
人
揃
っ
て
届
く
よ
う
に
な
り

終
活
の
話
も
他
人
事
で
は
な
い

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野

真
知
子

万
音
の
粒
子
が
渦
を
巻
き

軽
や
か
な
衝
撃
と
と
も
に

肚
の
一
番
奥
へ
な
だ
れ
こ
む

音
の
波
濤
は
身
体
の
洞
で
反
射
し
て

私
を
髄
か
ら
揺
る
が
せ
る

居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い

胸
郭
で
弾
け
た
リ
ズ
ム
は

踊
る
靴
か
ら
拍
手
に
あ
ふ
れ

唇
を
震
わ
せ
る

満
場
か
ら
沸
き
立
つ
音
で
飽
和
し
た
ホ
ー
ル
は

息
も
ま
ま
な
ら
な
い

私
の
臓
腑
を
舞
わ
せ
て
飛
び
立
つ
音
符
た
ち
は

羽
化
を
謳
う
蝶
と
な
り

透
き
と
お
っ
て
私
へ
融
け
る

い
つ
ま
で
も
鳴
り
や
ま
な
い
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は

感
応
を
ざ
わ
め
か
せ
る
羽
搏
き

よ
り
ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

か
よ
子

ガ
ラ
ス
張
り
の
カ
フ
ェ
の
前
を

線
を
描
く
よ
う
に
走
る
車
の
ラ
イ
ト

光
の
道
を
逆
行
し
て
い
く
と

過
去
の
残
骸
が
パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
て
く
る

も
う
光
の
先
は
何
も
見
え
ず
ふ
り
か
え
る

ぼ
う
っ
と
か
す
ん
で
み
え
る
景
色
を
さ
が
し
て
く

何
十
年
も
の
間

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
た

色
あ
せ
た
若
い
熱
量

途
中
で
手
を
は
な
し
て
し
ま
っ
た
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

も
う
冷
え
き
っ
た
頭
と
心
と
共
に

今
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
も
と
め
て

か
す
ん
で
い
く
景
色
を

は
っ
き
り
と
し
た
色
彩
に

染
め
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
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文
芸
部

詩

文
芸
部

詩

文
芸
部

短
歌

文
芸
部

短
歌

五
線
紙
の
音
符
と
な
ら
ぶ
黒
い
鳥

　
　
　

電
線
ふ
る
う
風
笛
の
音
は

訪
れ
て
歩
む
人
な
き
野
の
径
に

　
　
　

ほ
の
か
紅
さ
す
秋
桜
の
花

消
え
残
る
昨
夜
の
月
は
白
々
と

　
　
　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
の
旋
律
に
似
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村

一
男

グ
リ
ム
の
森
に
光
の
花
が
広
が
り
て

　
　
　

寒
空
の
下

々
と
し
て
い
る

冬
支
度
日
差
し
あ
る
う
ち
障
子
張
り

　
　
　

足
腰
な
だ
め
枚
数
仕
上
げ

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
空
と
同
化
し
風
ま
か
せ

　
　
　

下
界
の
ぞ
き
て
夢
み
る
心
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木

ヒ
ロ
子

猛
暑
日
は
エ
ア
コ
ン
涼
し
図
書
館
に

　
　
　

ヒ
マ
ワ
リ
眺
め
う
と
う
と
気
分

枝
切
り
て
見
晴
ら
し
ス
ッ
キ
リ
男
体
山

　
　
　

近
く
に
聴
こ
ゆ
ウ
グ
イ
ス
の
声

年
の
瀬
に
振
り
返
り
み
る
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　
　

十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
自
己
中
心
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
梶

弘
幸



− 11 −

あ
の
気
迫
力
強
さ
に
見
た
者
の

　
　
　

感
動
を
呼
ぶ
田
中
一
村

イ
ロ
ハ
紅
葉
真
赤
に
染
ま
る
逍
遥
園

　
　
　

月
の
明
か
り
に
照
ら
し
だ
さ
れ
て

早
咲
き
の
水
仙
咲
く
や
ほ
っ
こ
り
と

　
　
　

匂
い
香
ぐ
わ
し
春
が
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋

路
江

物
価
高
お
せ
ち
食
材
品
定
め

　
　
　

た
め
息
つ
い
て
レ
ジ
へ
と
向
か
う

初
詣
君
の
合
格
祈
願
し
て

　
　
　

花
満
開
の
笑
顔
の
春
に

ろ
う
梅
の
つ
ぼ
み
膨
ら
み
冬
枯
れ
の

　
　
　

庭
に
華
や
ぎ
鼻
腔
く
す
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木

初
江

朝
日
さ
す
新
た
な
年
の
安
寧
を

　
　
　

崇
め
て
合
わ
す
熱
き
手
の
ひ
ら

人
の
世
の
災
い
す
べ
て
な
ぎ
払
う

　
　
　

平
和
の
剣
に
梅
の
芳
香

味
の
あ
る
五
〇
〇
グ
ラ
ム
の
手
び
ね
り
の

　
　
　

素
朴
な
無
二
の
茶
碗
作
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木

喜
三
郎

冬
休
み
入
り
し
孫
よ
り
誘
い
あ
り

　
　
　

共
に
お
風
呂
に
浸
る
幸
せ

穏
や
か
に
年
改
ま
り
道
端
に

　
　
　

咲
く
タ
ン
ポ
ポ
に
春
を
待
た
れ
り

澄
み
渡
る
日
光
連
山
く
っ
き
り
と

　
　
　

真
白
き
姿
輝
き
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤

利
子

恩
師
は
天
国
親
友
は
ホ
ー
ム
に
入
所
と
う

　
　
　

秋
風
切
な
く
心
揺
さ
ぶ
る

破
れ
障
子
に
猫
の
絵
を
か
き
切
り
張
り
す

　
　
　

明
日
は
ひ
孫
が
来
る
と
う
こ
の
日

脚
立
に
上
が
り
し
め
縄
は
り
か
え
ほ
っ
と
す
る

　
　
　

今
年
も
で
き
た
と
自
分
を
ほ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
和

芳
子

初
午
や
妻
の
実
家
の
し
も
つ
か
れ

　
　
　

郷
土
の
味
に
未
だ
な
じ
め
ず

傍
目
に
は
気
ま
ま
に
生
き
る
寅
さ
ん
の

　
　
　

苦
労
を
偲
ぶ
黄
昏
の
駅

長
か
り
し
護
岸
工
事
の
完
成
に

　
　
　

安
ら
ぎ
戻
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林

正
昭

老
い
病
み
て
中
也
の
夢
を
た
ゆ
た
は
む

　
　
　

見
栄
坊
呑
兵
衛
も
っ
こ
す
の
父

蘇
生
せ
ば
肋

あ
ば
ら

砕
け
む
喉
破
れ
む

　
　
　

医
師
の
声
音
の
若
さ
悲
し
き

枕
か
ら
く
り
く
り
眼
見
上
げ
く
る

　
　
　

許
し
た
ま
へ
よ
父
の
す
べ
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野

真
知
子

松
の
内
神
社
へ
の
道
た
づ
ね
ら
る

鉄
鍋
の
七
草
粥
や
囲
炉
裏
端

嬰
児
の
お
む
つ
も
こ
も
こ
秋
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部

信
子

息
吸
へ
ば
五
臓
す
な
は
ち
緑
さ
す

帰
省
子
は
風
呂
を
掃
除
し
戻
り
け
り

耳
聡
し
秒
針
刻
む
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野

キ
ミ
エ

紫
陽
花
や
七
十
路
歩
む
未
知
の
旅

縁
側
で
お
手
玉
づ
く
り
冬
日
向

ふ
っ
く
ら
と
土
盛
り
上
ぐ
る
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
原

孝
代

あ
ち
こ
ち
で
打
ち
上
げ
花
火
犬
ほ
え
る

秋
祭
お
囃
子
方
の
バ
チ
さ
ば
き

栗
飯
の
そ
の
家
々
の
自
慢
炊
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
寄

佳
子

し
な
る
ほ
ど
八
幡
宮
の
実
南
天

萩
の
花
揺
る
る
風
あ
り
武
家
屋
敷

百
五
十
年
経
ち
た
る
母
校
冬
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
田
部

シ
ツ
イ

空
調
の
音
の
み
聞
こ
ゆ
秋
夜
長

山
茶
花
の
花
び
ら
風
と
鬼
ご
っ
こ

天
神
の
杜
に
お
ご
そ
か
神
楽
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
中

秀
子

坂
道
の
上
に
広
が
る
初
御
空

穏
や
か
に
炬
燵
で
巳
年
迎
え
け
り

朝
澄
し
調
子
そ
ろ
わ
ぬ
初
音
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本

裕
子

文
芸
部

俳
句

文
芸
部

俳
句




